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わき芽が৳長した草࢟のݸ体がࢄ見さ
れた。ༀ害程度に඼種間ࠩはみられな
かったが，ňळ試྘̍߸ŉ では分ࢬ数，
૯અ数の減গによりູ実ᣛ数が減り，
ແॲ理۠対ൺで 20ˋ減ऩし，ଞ඼種に
ൺべ減ऩ཰が高かった（ද �2）。ɹɹ

この 2 つの試݁ݧ果から，ॲ理時
のؾ৅৚݅のҧいがༀ害の発生程度に
影響を及ぼす可能性がߟえられた。

�ɽༀ֐ॿ௕ཁҼ

ༀ害ॿ長ཁҼについてৄ細にݕ౼する
ため，201� 年に ňリュウϗウŉ をڙ試し，

ϙット試ݧで೻種時期を変え，� 月 2�
日（ダイζຊ葉2�0葉期），�月�1日（同2��
葉期），� 月 11 日（同 ��� 葉期）にそれ
ͧれॲ理した。その݁果， � 月 11 日ॲ理
において 
2017 年同様のڧいༀ害঱状が
みられ，成長఺のࢮރにより主茎৳長が
ஶしく抑制された（ද ��）。

඼種別ༀ害試ݧとϙット試ݧにお͚
るॲ理時期のؾ৅৚݅を解ੳすると，
2017 年の඼種別ༀ害試ݧでは，ॲ理
લ後に࿈ଓした߱Ӎがあり，ॲ理લ �
日間の最௿ؾԹのฏۉは 10�9ˆと最
௿ؾԹの௿い日がଓいていた。また，
201� 年のϙット試ݧでは，ॲ理後 �

日間߱Ӎがଓき，ฏؾۉԹが 1��0ˆ
と௿Թであった � 月 11 日ॲ理でༀ害
がڧく，௿Թのみであった � 月 2� 日
ॲ理，� 月 �1 日ॲ理ではༀ害程度は
2 とܰඍであった（ද ��，�）。

�ɽ·ͱΊ

フルチアηットϝチルೕ剤のༀ害は
一過性の঱状であるが，ॲ理時期のؾ৅
৚݅によっては，減ऩにࢸる΄どのڧい
ༀ害を生じることが֬認された。そのༀ
害ॿ長ཁҼとして，ॲ理લ後に࿈ଓした
߱Ӎと௿Թが重なる場合にڧいༀ害を生
じ，特に，ॲ理後の࿈ଓした߱Ӎや௿Թ
がༀ害をॿ長するとߟえられた。ɹɹɹɹ

ຊ剤の初期ༀ害については 
 ౦๺֤
わߦがݧ関において試ػ研究ݧの試ݝ
れており，大౾作にお͚る҆全使用に
関するٕज़৘ใが発දされている。ٶ
৓（�201）ݝでは 
 ॲ理લ後 �� 時間
のฏؾۉԹが௿い΄どༀ害程度が大き
いとใࠂされており，ຊݝと同様に生
育抑制により減ऩする可能性があると
（�201）ݝ手ؠ，ఠしている。またࢦ
では，ॲ理時期がૣい΄ど初期ༀ害の
発生程度が大きくなるとใࠂされてお
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薬害※

程度

(0-5) cm 本/本 節/㎡ 莢/㎡ kg/10a 対無処理

50mL 5
葉の褐変・縮葉

成長点の枯死
18 2.1 49.3 453 297 80%

無処理 - - 75 3.4 97.2 518 371 100%

50mL 5
葉の褐変・縮葉

成長点の枯死
39 2.6 68.3 524 318 87%

無処理 - - 89 4.4 95.3 551 364 100%

50mL 5
葉の褐変・縮葉

成長点の枯死
23 2.7 62.0 584 328 90%

無処理 - - 72 3.8 79.1 688 364 100%

注2）ダイズ本葉3.0葉期処理

リュウホウ

注1）薬害程度は処理時展開中を含む上位3葉の薬斑葉面積率とし,処理4日後に評価した。

 0：薬斑なし, 1：薬斑葉面積率10％, 2：同20％, 3：同30％, 4：同40％又は落葉, 5：同50％又は成長点の湾曲・枯死

稔実

莢数
収 量

秋試緑１号

あきたみどり

主茎長 分枝数 総節数
品 種 試験区 症 状
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処理時
処理後

14日
処理時

処理後

14日
処理時

処理後

14日

5月24日 2.0 8.8 12.3 2 8.7 12.2 3 9.0 12.2 葉の褐変・縮葉

5月31日 2.3 9.4 14.9 2 10.0 15.1 3 9.6 14.5 葉の褐変・縮葉

6月11日 3.4 14.0 13.3 5 13.5 13.9 5 13.5 16.3
葉の褐変・縮葉

成長点の枯死

※ 薬害程度は処理時展開中を含む上位3葉の薬斑葉面積率とし,処理4日後に評価した。

　 0：薬斑なし, 1：薬斑葉面積率10％, 2：同20％, 3：同30％, 4：同40％又は落葉, 5：同50％又は成長点の湾曲

主茎長(cm) 薬害※

程度

(0-5)

主茎長(cm) 薬害※

程度

(0-5)

主茎長(cm)
処理日

ダイズ

葉齢

(葉)

30mL区 50mL区 無処理区

症 状

ɾࢮރ

٢઒ɿϑϧνΞηοτϝνϧೕࡎͷμΠζʹର͢Δༀ֐ॿ௕ཁҼ　�

り，඼種 ňリュウϗウŉ に対し 2 ʙ �
葉期ॲ理で �ˋ減ऩした事ྫがใࠂさ
れている。これまで，フルチアηット
ϝチルೕ剤の初期ༀ害程度は，Թஆ஍
にൺべྫྷפ஍でよりڧいことがใࠂさ
れており（઒໊ら 201�），౦๺஍Ҭ
ではॲ理લ後のؾ৅৚݅やॲ理時期に
ついてさらにݕ౼が必ཁである。

͓ΘΓʹ

ळాݝにお͚るඪ೻の೻種ద期は �
月上०頃で，フルチアηットϝチルೕ剤
のॲ理ૣ限（ダイζ 2 葉期）に達する

時期は � 月中०頃となる。この時期は
ຊݝのകӍ入りと重なり，࿈ଓした߱Ӎ
や௿Թにૺ۰するリスクが高い。今後 

ༀ害を最খ限に抑え，十分な除草ޮ果が
ಘられるॲ理時期についてݕ౼する予定
である。

Ҿ༻จݙ
農ྛਫ産部 201�ɽフルチアηットϝݝ手 ؠ

チルೕ剤の除草ޮ果とݝ大౾঑ྭ඼種に対
する初期ༀ害ɽؠ手ݝ農業研究ηンター試
研究成果ॻ（ฏ成ݧ �0 年度）ɽ

઒ ໊ 義明ら 2019� 大౾用新ن茎葉ॲ理除草
剤フルチアηットϝチルೕ剤の雑草種別ޮ
果と害初期ༀ害ɽIUUQ���XXX�OBSo�BGGSD�
Ho�KQ�QVbMiDiUZ@SeQoSU�QVbMiDBUioO�pMeT�

GVSVUiBTeUUo201��QdG
౾内の大ݝ加౻խ໵ 2017ɽळా・ࢠ߃Ӝ ࡾ

΄場にお͚る難防除つる性ؼ化雑草の発生
状況（ฏ成 2� ʙ 29 年）ɽ実用化できる試
研究成果（ฏ成ݧ 29 年度試ݧ研究成果） 
1��1�ɽ

農ྛਫ産部 201�ɽ大౾作にお͚る茎ݝ৓ ٶ
葉ॲ理剤 ňフルチアηットϝチルೕ剤（঎
඼໊ɿアタックシϣットೕ剤）ŉ の঑ྭ඼
種への影響ɽٶ৓ݝ ňී及に移すٕज़ŉ ୈ
9� ߸（ฏ成 �0 年度） ���90ɽ

௰ ത೭ら 201�� ๺ւಓにお͚るフルチア
ηットϝチルのࢄ෍がダイζのऩྔに及ぼ
す影響 � ୈ 2�� ճ日ຊ作物学会講ԋ会ཁ
集，��ɽࢫ

内 ւ੣ 201�ɽ< 新ༀ剤঺介 > アタックシϣッ
トೕ剤ɽ植調 �2（7），19�2�ɽ
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平均気温

(℃)

最低気温

(℃)

降雨

日数

総雨量

(mm)

平均気温

(℃)

最低気温

(℃)

降雨

日数

総雨量

(mm)

2017 6月30日 3.0 17.2 10.9 3 3.0 21.0 19.7 4 75

5月24日 2.0 13.8 8.1 0 0 14.8 10.3 0 0

5月31日 2.3 17.1 12.0 1 1 17.6 12.9 1 5

6月11日 3.4 17.6 12.0 1 39 14.0 11.4 4 21

注）薬量50mL/10a，水量100L/10a

2018

処理日

処理前4日間 処理後4日間ダイズ

葉齢

(葉)

年次

ɹɹɹ

Ωンϙウή科Ωンϙウήଐの多年草。全国の઒ݪやాの൞な
どの࣪りؾの多いところに生える。എৎは 20DN から 70DN
΄ど。根生葉には長いฑがあり � 出ෳ葉。それͧれのখ葉に
੾れ込みがある。� 月ʙ 7 月ころ，分ࢬした茎の先に௚ܘ 1��DN
΄どのޫ୔のあるԫ色い � 弁の花をつ͚る。花後にはۚฏ౶
のような֯のある 1DN ΄どの果実をつ͚る。ޫ୔のあるԫ色
い花とۚฏ౶のような果実はこの஥間の特௃である。

長い間ʮޅのϘタンʯだと思っていた。ޅが化͚るときࠇの
タΩシーυに身をแみ，そのスーπのલϘタンがこのۚฏ౶様
の果実なのだ，と。まさにʮϘタンを掛͚ҧえてʯいたのであ
る。໊のҦれは葉がϘタン（Դ୮）にࣅていて，ʮޅʯが੗む
ような野ݪに࡙くことからʮ野Դ୮ʯと໊෇͚られたという。
が，特にޅが੗みそうなところだ͚に生えるのでもなくどこに
でも見られる。あるઆによると，花色のԫ色からʮԫ߃（きつ
Ͷ）ʯだともいうが，ʮΩπネʓʓʯにも様々な花色がある。ま
たあるઆには，༗ಟであったりຯがڧす͗たりして৯べられな
いものにʮΩπネʯと෇͚られたとも。

春先，ΩπネϊϘタンが芽吹いてくるころ，同じようなڥ؀

で同じように芽吹いてくるものにηリがある。ࣅてඇなるもの
で，花が࡙͚ば୭でもҧいが分かるがए葉の時には஫意が必ཁ。
ηリをఠんでいるつもりがΩπネϊϘタンもఠんでしまってい
たということも。ΩπネϊϘタンをはじめとするΩンϙウή科
の植物にはラψンクリンという配౶体がؚまれ，葉をࡲりつͿ
したりするとこれが加ਫ分解されプロトアネモχンという༗ಟ
成分が作られる。このプロトアネモχンがൽෘや೪ບにつくと
௧みやԌ঱，出݂性௵ᙾなどがҾき起こされる。

ηリと間ҧえるのも以ての֎であるが，花が可愛いからと
いってࢠどもにఠんでؼって一ྠૠしに，などとはΏめΏめ思
わないこと。そういえばʮ੺ໟのアンʯでは，アンがڭ会の日
༵学ߍへ向かう్中ಓ୺に࡙いていた bVUUeSDVQT や野バラを
ఠんで花ྠをฤみ，かͿっていたഴわら๧ࢠに০り෇͚るとい
う場面があるが，ここでいう bVUUeSDVQT はΩンϙウήのこと。
ಓ୺に࡙くΩンϙウήはおそらくウマϊアシΨタ。ΩπネϊϘ
タンの஥間で༗ಟ成分を࣋つ。アンはඃれたりしなかったのだ
ろうか。

ʢ公財ʣ日本植物調節剤研究協会
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